
解答

第１問 (30)

解答欄 解答 配点

ア 7 2

イ,ウ 7,4 2

エオ,カ 12,7 2

キク,ケコ 75,30 2

サ,シ 3,5 2

ス,セソ 0,30 2

タチ.ツ 46.5 3

テ,ト 2,4 3

ナ 3 2

ニヌ 19 2

ネノ,ハ 25,5 2

ヒ,フヘ 5,13 3

ホ 2 3

第２問 (30)

解答欄 解答 配点

アイ,ウ -4,2 2

エ,オカ,キ 1,-5,4 3

ク 1 3

ケ 3 2

コ 8 2

サ 2 3

シ 3 2

ス.セ 0.5 2

ソ,タ 5,6 3

チ 2 3

ツ 4 3

テ 2 2

第３問 (20)

解答欄 解答 配点

ア,イ 1,2 2

ウ,エ,オ,カ 1,2,1,4 2

キ,ク 1,2 2

ケ,コ,サシ 3,7,24 3

ス,セ,ソ 1,1,6 3

タ,チ 5,7 4

ツ,テト 5,27 4

第４問 (20)

解答欄 解答 配点

ア,イ,ウ 3,2,6 2

エ 4 2

オ,カ 2,8 3

キ 3 3

ク 5 2

ケ 2 2

コ 6 3

サ,シ,ス,セ 1,0,5,6 3

第５問 (20)

解答欄 解答 配点

ア 2 2

イ 6 2

ウ,エ 5,6 3

オ,カキ 4,11 3

ク,ケ 1,0 3

コ 1 3

サ 2 2

シ 2 2
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解説

第１問

[1]

ア 50(x2 + y2)− (x+ 7y)2 = (50x2 + 50y2)− (x2 + 14xy + 49y2) = 49x2 − 14xy + y2 と計算できます。

この結果は因数分解できて、結果は (7x− y)2 となります。

イ,ウ 2 に y = 7xを代入することで 7x− 4
√
3x = 1すなわち (7− 4

√
3)x = 1となります。

したがって x =
1

7− 4
√
3
が成り立ちます。

(7− 4
√
3) · (7 + 4

√
3) = 72 − 42 · 3を利用して分母を有理化すると

x =
7 + 4

√
3

(7− 4
√
3) · (7 + 4

√
3)

=
7 + 4

√
3

49− 48
= 7 + 4

√
3がわかります。

エ～カ y = 7xでしたので x2 + y2 = x2 + (7x)2 = 50x2 となります。

x2 = 72 + (4
√
3)2 + 2 · 7 · 4

√
3 = 97 + 56

√
3ですので

x2 + y2 − 50 = 50 · (x2 − 1) = 50 · (96 + 56
√
3) = 50 · 8 · (12 + 7

√
3) = 400 · (12 + 7

√
3)となります。

[2]

キ～コ 経路 2を選ぶ場合、道路 あ で走る部分は Pから Qまでの区間を除いた部分ですので (75− x)kmです。

ここを 30km/時間で走りますので、通っている時間は
75− x

30
時間となります。

サ,シ この空欄には経路 2で道路 い を走る時間が入ります。

道路 い は 48km全部を通り、ここは 80km/時間で走りますので走る時間は
48

80
=

3

5
時間となります。

ス～ソ この不等式の左辺が経路 2を選んだときにかかる時間です。なので右辺に経路 1を選んだときの時間を入れ

ます。

経路 1は 30km/時間で xkmを走り、また考える不等式は経路 2の方が短くなるようなものですので、

作る不等式は
75− x

30
+

3

5
0<

x

30
となります。

タ～ツ 不等式を変形すると
x

30
+

x

30
>

75

30
+

3

5
となりますので計算すると

2x

30
> 2.5 + 0.6より

x

15
> 3.1となりま

す。

よってこれよりx > 46.5が得られます。

[3]

テ,ト 外接円の半径を Rとすると正弦定理
BC

sin ̸ BAC
= 2Rより sin ̸ BAC =

BC

2R
=

4

2 · 4
√
3

3

=
3

2
√
3
=

√
3

2
がわ

かります。

これより ̸ BACは小さい方が 260
◦、大きい方が 4120

◦であることがわかります。

ナ 三角形 ABCの面積を S とおくと S =
1

2
·AB ·AC · sin ̸ BACが成り立ちます。

わかっている値を代入すると
3
√
3

4
=

1

2
· (AB ·AC) ·

√
3

2
となりますので、整理することでAB ·AC = 3がわ

かります。
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ニヌ 余弦定理 BC2 = AB2 +AC2 − 2AB ·AC · cos ̸ BACより AB2 +AC2 = BC2 + 2 · (AB ·AC) · cos ̸ BACが
わかります。

いま ̸ BAC = 60◦ ですのでこの場合での値を入れると AB2 +AC2 = 42 + 2 · 3 · 1
2
= 19がわかります。

ネ～ハ (AB + AC)2 = (AB2 +AC2) + 2 · (AB ·AC) = 19 + 2 · 3 = 25であり、AB+AC > 0より AB+AC = 5、

すなわちAC = 5−ABがわかります。

ヒ～ヘ 代入により AB · (5−AB) = 3となりますので、整理すると (AB)2 − 5 ·AB+ 3 = 0です。

二次方程式の解の公式を利用するとAB =
5±

√
13

2
がわかります。

ホ それぞれ検証しましょう。

(a)については、(1)において一組の辺の長さ 4、面積
3
√
3

4
、外接円の半径

4
√
3

3
が等しい三角形を考えてお

り、そこから残り 2辺の長さが
5±

√
13

2
のものと

√
19±

√
7

2
のものが出てきます。

この 2つの三角形は辺の長さが等しくないものがありますので、合同でないといえ、すなわち (1)の考察で

得られるものが反例として使えます。

(b) について、等しい角を ̸ BAC、面積を S、外接円の半径を Rとすると、(1)での進め方からまず正弦定

理により辺 BCがわかり、面積から AB ·AC、さらに余弦定理により AB+ACが決まります。

AB ·AC = t,AB+AC = sとしたとき AC = s−ABより (AB)2 − s ·AB+ t = 0より、この三角形は存在

すると仮定しているので AB =
s±

√
s2 − 4t

2
となります。

それぞれについてAC =
s∓

√
s2 − 4t

2
(複号同順)となることから (AB,AC)の組として考えられる 2つの値

は互いを入れ替えたものとなりますので、すなわち 3辺の長さが等しい合同なものとなります。

これらより、正しいものは 2(a)が偽、(b)が真となります。
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第２問

[1]

ア～ウ x2 + 2x− 8 = (x+ 4)(x− 2)ですので (x+ 4)(x− 2) < 0より−4 < x < 2です。

エ～キ
1

4
x2 − 1

2
x− 1 =

1

4
(x− 1)2 − 1− 1

4
=

1

4
(x− 1)2 − 5

4
と変形できますので、y =

1

4
x2 − 1

2
− 1のグラフの頂

点の座標は
(
1,−5

4

)
です。

ク −4 < x < 2においては xの係数が負である 1次式なのでグラフは右下がりの直線、x ≤ −4, 2 ≤ xにおい

ては x2 の係数が正である 2次式なのでグラフは下に凸の放物線であり、頂点を含みません。

これらの形式に合うものは選択肢 1のグラフになります。

ケ x2 − 9 > 0となる範囲では −1

4
x2 + x+

9

8
= −1

4
(x− 2)2 +

9

8
+ 1となるので頂点の x座標は 2であり、ま

た x = 2のとき x2 − 9 < 0なのでグラフは頂点を含まない放物線の一部が使われていることがわかります。

また会話の内容からグラフは選択肢 3であることがわかります。

コ まず x2 − 9 < 0のときは y = −1

4
x2 + x+

9

8
= −1

4
(x− 2)2 +

9

8
+ 1より頂点を含む上に凸の放物線となり

ます。

また x2 − 9 > 0のときは y = x− 9

8
ですので右上がりの直線となります。

これらより、あてはまるものは選択肢 8のグラフになります。

サ x2 + 2
√
5− 4 < 0のときは y =

1

2
と定数になりますので x軸に平行な直線の一部となります。

また x2 + 2
√
5− 4 > 0のときは y =

1

4
x2 +

√
5

2
x− 1

2
となりますので下に凸の放物線の一部になります。

これらより、あてはまるものは選択肢 2のグラフになります。

[2]

(1) シ 除外されるものは 1, 5となりますので、ȳ =
2 + 2 + 3 + 3 + 3 + 3 + 4 + 4

8
=

24

8
= 3となります。

ス,セ 同様に計算することで t2 =
2 · (3− 2)2 + 4 · (3− 3)2 + 2 · (4− 3)2

8
=

4

8
= 0.5となります。

(2)

ソ,タ z̄ =
A

2
より A = 2z̄、ȳ =

B

n− 2
より B = (n− 2)ȳですので、

x̄ =
(2z̄) + (n− 2)ȳ

n
=5

2

n
z̄+6

n− 2

n
ȳと表せます。

チ x̄ ≤ ȳのとき
2

n
z̄ +

n− 2

n
ȳ ≤ ȳですのでまとめると

2

n
z̄ ≤ 2

n
ȳとなりますので、2z̄ ≤ ȳがわかります。

(3) ツ 分散は「要素と平均の差」の 2乗の平均ですので、t2はm個の (a− ȳ)2と (8−m)個の (b− ȳ)2の平

均です。

a− ȳ = a− ma+ (8−m)b

8
=

(8−m)a− (8−m)b

8
=

(8−m)(a− b)

8
であり、

b− ȳ = b− ma+ (8−m)b

8
=

mb−ma

8
=

m(b− a)

8
ですので

t2 =
1

8
·
{
m · (8−m)2(a− b)2

82
+ (8−m) · m

2(b− a)2

82

}
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=
(a− b)2

83
· {m(8−m)2 +m2(8−m)} =

(a− b)2 ·m(8−m)

83
· {(8−m) +m}

=
8m(8−m)(a− b)2

83
=4

m(8−m)(a− b)2

64
がわかります。

テ 表 1にある選手の調整後の評点は 4人とも 2種類の点数が使われていますので、前問の式にあてはめ

ることができます。

t2 の比較はm(8−m)(a− b)2 をそれぞれにおいて計算すればよいですので、これらを計算します。

選手 あ は 4·(8−4)·(4−5)2 = 16、選手 い は 2·(8−2)·(3−4)2 = 12、選手 う は 4·(8−4)·(2−4)2 = 64、

選手 え は 6 · (6− 2) · (1− 3)2 = 48となります。

これらより、t2 が最大となるのは上記の式で最大となる 2選手 うです。
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第３問

(1)ア,イ 2枚目のタイルを貼れる位置は 1枚目の上側と右側の 2箇所です。よってそれぞれが選ばれる確率は
1

2

ですので、配置が図 1の Aとなる確率は
1

2
となります。

(2)

ウ～カ 3枚のタイルを貼って配置が図 1の Bになる場合は、2枚貼った時点で図 1の Aの配置になり、さら

にいちばん下の段にタイルを貼ることを選んだ場合に限られます。

図 1の Aに追加でタイルを貼れる位置はいちばん下の右側か下から 2段目の左端の 2通りです。

よって貼る位置それぞれが選ばれる確率は
1

2
ずつですので、配置が図 1の Bとなる確率は

1

2
· 1
2
=

1

4
となります。

キ,ク 2枚目を貼った時点での A以外の可能な配置を A′ とおきます (下図)。

3枚のタイルを貼って配置が図 1の Cになる場合は、配置Aになって下から 2段目に 3枚目を貼るか、

配置 A′ になっていちばん下に 3枚目を貼るかのいずれかとなります。

配置 A′ に追加でタイルを貼れる位置は 2箇所ありますので、求める確率は
1

2
· 1
2
+

1

2
· 1
2
=

1

2
となり

ます。

(3) ケ 3枚で Bの配置になった場合、下から 2段目の左端に 4枚目を貼ると配置 Eができます。

3枚で Cの配置になった場合、いちばん下の左から 3列目に 4枚目を貼ると配置 Eができます。

3枚で Dの配置になった場合、Eにない下から 3段目のタイルがありますので、配置 Eを作ることは

できません。

よって可能な配置は 3Bと Cのみとなります。

コ～シ Bの配置でタイルを貼れる位置は 2箇所、Cの配置では 3箇所となりますので、4枚で Eの配置にな

る確率は
1

4
· 1
2
+

1

2
· 1
3
=

1

8
+

1

6
=

7

24
となります。

ス 3枚で Bの配置になった場合、Fにない左から 3列目のタイルがありますので、配置 Fにはなりませ

ん。

3枚で Dの配置になった場合、Fにない下から 3段目のタイルがありますので、こちらも配置 Fには

なりません。

3枚で Cの配置になった場合、下から 2段目にタイルを貼ることで配置 Fができます。

よって可能な配置は 1Cのみとなります。

セ,ソ 同様に確率を計算すると
1

2
· 1
3
=

1

6
となります。

タ,チ 2枚で Aの配置であり、4枚で Eの配置になる場合は 3枚目で Bか Cになっています。

それぞれの場合から確率を計算すると
1

2
· 1
2
· 1
2
+

1

2
· 1
2
· 1
3
=

1

8
+

1

12
=

5

24
です。

よって 4枚で Eの配置になった場合 2枚で Aの配置だった確率は
5
24
7
24

=
5

7
となります。
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(4)

ツ～ト 6枚で図 2の配置になる場合、5枚貼った時点で考えられるものは以下の 3種類があります。

これらを順に P,Q,Rとおきます。P,Q,Rいずれの場合も 6枚目を貼れる位置は 3箇所ずつありますの

で、図 2の配置ができる位置にタイルを貼る確率は
1

3
となります。

また 6枚で図 2の配置ができる場合、4枚貼った時点で左から 4列目もしくは上から 4段目にタイルが

あってはならないので、4枚貼った時点でありうるものは E,Fと図 1で Fの下にある配置です。この

配置を Gとおきます。(下図)

4枚目と 5枚目でありうる配置の組合せは (E,P)、(E,Q)、(F,P)、(F,R)、(G,Q)、(G,R)の 6通りです。

4枚で配置Gができる確率は 3枚でありうる場合に配置 Cと Dがあることから
1

2
· 1
3
+

1

4
· 1
2
=

7

24
で

す。

よって求める確率は
7

24
· 1
3
· 1
3
+

7

24
· 1
3
· 1
3
+

1

6
· 1
2
· 1
3
+

1

6
· 1
2
· 1
3
+

7

24
· 1
3
· 1
3
+

7

24
· 1
3
· 1
3

=
7

108
+

1

18
+

7

108
=

20

108
=

5

27
となります。
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第４問

[1]

(1)

ア～ウ 因数分解はできませんが、積の形を作ることを考えます。

まず yの式で考えることで (2x− 3)y − 4x = 0とできます。

さらに −4x = −2 · (2x− 3)− 6と変形することで

2xy − 4x− 3y = (2x− 3)y − 2 · (2x− 3)− 6 = (2x− 3)(y − 2)− 6とできます。

これより(2x− 3)(y − 2) = 6と変形することができます。

エ この変形で 2x− 3は 6の約数である必要があることがわかります。

さらに 2x− 3 = 2(x− 2) + 1より xが整数ならば 2x− 3は奇数となるので、その値としてありうるも

のは −3,−1, 1, 3の 4通りです。

y − 2はどの整数の値もとれますので、2x− 3としてありうるものに対してはいずれもとることが可能

です。

したがって求める組は4組となります。

オ,カ ありうるものは (2x − 3, y − 2) = (−3,−2), (−1,−6), (1, 6), (3, 2) であり、これらを解くと (x, y) =

(0, 0), (1,−4), (2, 8), (3, 4)となります。

それぞれ xyの値は 0,−4, 16, 12となりますので、求めるものは(x, y) = (2, 8)となります。

(2) キ 同様に変形すると (2x− 3)(y − 2) = 3a+ 6より (2x− 3)(y − 2) = 3(a+ 2)となります。

y − 2はどのような整数でもよいですので 2x− 3が 3(a+ 2)の約数となるような xの個数が 8個にな

るものを探します。

ただある整数 kが 3(a+ 2)の約数ならば −kもそうですので、ここから 3(a+ 2)の正で奇数の約数の

個数が 4個となるものを探せばよいことがわかります。

3(a+ 2)の約数に 5以上の素数があればその値を pとしたとき 2x− 3 = 1, 3, p, 3pの 4個ができますの

で、条件をみたします。

3(a+ 2)の約数のうち奇数の素数が 3のみの場合、33 を約数にもてば 2x− 3 = 1, 3, 32, 33 の 4個がで

きます。

それぞれで最小の場合を考えると a+ 2 = 5, 9ですので、求めるものはa = 3となります。

[2]

ク,ケ M,N をそれぞれ式で表すとM = a · 72 + b · 7 + c,N = c · 72 + b · 7 + aとなりますので、

X = (a · 72 − c · 72) + (b · 7− b · 7) + c− a = (5a− c) · 72+2c− aとなります。

コ いま c− a < 0ですので、表記することを考えるために正の値になるように調整します。

そのために繰り下がりの考えを利用しましょう。すると

X = (a− c− 1) · 72 + 7 · 7 + (c− a) = (a− c− 1) · 72 + 6 · 7 + (7 + c− a)と変形できます。

サ～セ X = d · 72 + e · 7 + f, Y = f · 72 + e · 7 + dですので

X + Y = (d+ f) · 72 + 2e · 7 + (d+ f)と表せます。

ここで d = a− c− 1, e = 6, f = 7+ c− aでしたので d+ f = 6となり、これよりX +Y = 6 · 72 +12 · 7+ 6

となります。

表記を考えるときは各位を 0以上 6以下にしたいですので、7以上になった場合は繰り上がりの考えを利用
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して動かします。すると

X + Y = (6 + 1) · 72 + (12− 7) · 7 + 6 = 7 · 72 + 5 · 7 + 6 = 1 · 73 + 0 · 72 + 5 · 7 + 6

となりますので、表記は p =11、q =00、r =66、s =55となります。

(今回はたまたま選択肢の番号と値が等しいので大丈夫ですが、定数になったからといって早まってその値

でマークしないよう気を付けましょう)
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第５問

(1) ア 三角形の垂心は各頂点から向かい合う辺におろした垂線の交点ですので、直線ACは向かい合う頂点 B

と垂心 Hを通る直線 2BHに垂直です。

イ 点Qは直線 BO上にあり、また BO = QOが成り立ちますので、Qは三角形 ABCの外接円上にきて、

線分 BQはその円の直径であることがわかります。

そのため三角形 BQCは線分 BQを直径とする円に内接することから ̸ BCQ = 90◦ がわかり、すなわ

ち直線 BCは直線 6CQと垂直であることがわかります。

問題文に出ている残りの垂直な直線は上記 2種類のいずれかで説明できます。

ウ,エ 三角形 ADCと直線 BEにおいてメネラウスの定理を利用します。直線 BEは直線 AD,DC,CAとそれ

ぞれ点 H,B,Eで交わりますので
AH

HD
· DB

BC
· CE
EA

= 1が成り立ちます。

BD : DC = 4 : 1より
DB

BC
=

DB

DB+DC
=

4

4 + 1
=

4

5
、AE : EC = 2 : 3より

CE

EA
=

3

2
ですので

AH

HD
· 4
5
· 3
2
= 1となり、これより

AH

HD
=

5

6
がわかります。

オ～キ

A

B C
D

E

F

O
H

P

QR

直線 ARと BHがいずれも直線 ACに垂直であることから直線 ARと BHは平行です。

また直線 AHと BRはいずれも直線 BCに垂直ですのでこれらも平行です。

したがって三角形 AHBRは平行四辺形であることがわかり、これよりこの対角線 ABに分けられた三

角形 ARBと AHBは面積が等しいことがわかります。

よって三角形 ARBの面積を S1、三角形 ABCの面積を S2、三角形 ABDの面積を S3 とおくと

三角形 AHBの面積が S1 であることから
S1

S3
=

AH

AD
=

AH

AH+HD
=

5

5 + 6
=

5

11
がわかり、

S3

S2
=

BD

BC
=

4

5
であることから

S1

S2
=

S1

S3
· S3

S2
=

5

11
· 4
5
=

4

11
、すなわち S1 は S2 の

4

11
倍だとわかります。

(2)ク,ケ 三角形 ABPは (1)の説明から ̸ Bが直角です。

また弧 ABに対する円周角でどちらも鋭角であることから ̸ APB = ̸ ACBが成り立ちます。

したがって ̸ ADCが直角であること、̸ APB =0 ̸ ACD(「ケ」の解答)であることから三角形 ABPと

1ADC(「ク」の解答)が相似であることがわかります。

コ それぞれ検証します。

(a)については、̸ OAIと ̸ HAIを比較します。

角度を正の値だけで考えると ̸ OAI = |̸ BAI − ̸ BAO| = | ̸ BAI − ̸ BAP|であり、Hが三角形 ABC
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の内部にくることから ̸ HAI = |̸ CAI− ̸ CAH| = |̸ CAI− ̸ CAD|となります。
いま I は内心であるので ̸ BAI = ̸ CAI が成り立ち、上記の結果から ̸ BAP = ̸ CAD であるので
̸ BAI− ̸ BAP = ̸ CAI− ̸ CAHが成り立ち、すなわち ̸ OAI = ̸ HAIがわかります。

符号が同じになることからOとHは直線AIからみて異なる側にいることもわかりますので、(a)の記

述は正しいといえます。

また、̸ EAHを共有する直角三角形であることから三角形ADCと AEHも相似であることがわかりま

す。

したがって三角形 ABPと三角形 AEHは相似であることがわかり、相似比は AB : AE = 1 : sin ̸ BAE

です。

これより AO =
1

2
AP,AH = AP sin ̸ BAEですので、sin ̸ BAE ̸= 1

2
、すなわち ̸ BAE ̸= 60◦ である

ならば AO ̸= AHが成り立ちます。

もしOとHが直線AIに関して対称であるならばAO = AHが必要ですので、(b)は偽であることがわ

かります。

したがって正しいものは 1(a)が真、(b)が偽となります。

(3) サ (2)と同様の議論で三角形 ABPと三角形 ADCが相似であることがわかりますので、̸ BAP =2 ̸ CAD

がわかります。

シ 今度は Hが三角形 ABCの外部にきますので、̸ HAI = ̸ CAI + ̸ CAH

もしくは ̸ HAI = 360◦ − (̸ CAI + ̸ CAH)です。

また ̸ CAH = 180◦ − ̸ CADですので ̸ CAI + ̸ CAH = ̸ CAI + 180◦ − ̸ CADとなります。
̸ BAI > ̸ BAOならば ̸ CAI > ̸ CADより ̸ CAI + ̸ CAH > 180◦ となりますので、
̸ OAI + ̸ HAI = ( ̸ BAI− ̸ BAP) + {360◦ − (̸ CAI + 180◦ − ̸ CAD)} = 180◦ となります。

また ̸ BAI < ̸ BAOならば ̸ CAI− ̸ CAD < 0ですので、
̸ OAI + ̸ HAI = ( ̸ BAP− ̸ BAI) + (180◦ − ̸ CAD+ ̸ CAI) = 180◦ となります。

いずれの場合でも、 ̸ OAI+2 ̸ HAI= 180◦ が成り立ちます。
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所感

共通問題については本試験とうってかわって手のこんだ計算をさせる問題が増えています。

また、選択問題の難易度の差も本試験とは異なる方面で大きいので、合わないものを選ぶと大変です。

第１問

[1]

根号を含んだ連立方程式を考える問題です。2乗したりするので計算間違いも出そうです。

[2]

日常の出来事を関数を使って考えようとする問題です。計算は簡単ですが使う数字は正しく選びましょう。

[3]

三角比を図形で考える問題です。(2)は前問題をうまく利用すると少し楽できます。

第２問

[1]

絶対値記号を取り入れた二次式の関数を考える問題です。必要な係数を素早く求められるかが勝負になりそう

です。

[2]

データの分析に関する問題です。元のデータと部分的に取り出したデータを比較することになる問題であり、(3)

は面倒な計算が必要になります。

第３問

場合の数と確率に関する問題です。最後は少し面倒ですが、その直前までなら問題用紙の図に確率を書きこむ

なりすれば楽に解けると思います。

第４問

整数の性質に関する問題です。少し手を加えた不定方程式の計算と 7進法の問題で構成されています。

不定方程式は苦手だと最後の問題ではまりそうです。

第５問

平面図形に関する問題です。うまく利用できる性質を総動員して見つけないと時間を食う難問が揃っているよう

です。
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